
 

                                           

1 

インターバンクの声 （2017 年 6 月 20 日） 
 

このところさえない米経済指標の発表が目立ち、年内あと一回はあると思われてい

た FRB の利上げも怪しくなり始めていたこともあり、昨日の東京市場からロンドン市

場にかけてもドルの上値が重い状態が続いた。 

その後、ニューヨーク市場でもニューヨーク連銀のダドリー総裁の討論会やシカゴ地

区連銀のエバンス総裁の講演くらいしか相場が反応しそうなイベントや材料もなく、

朝方の時点では静かなまま一日を終えそうな雰囲気だった。 

ただ、期待していなかったダドリー総裁の金融政策正常化についての発言がタカ派

的だったため、ドルが円やユーロ対して買われる展開となった。 

ダドリー総裁は、「インフレ率は望ましい水準を下回っていても、労働市場の改善が

続いて賃金も上昇すれば今後加速して 2％の目標に緩やかに回帰するだろう」との

認識を示し、景気拡大がまだ長期間続くとの確信があるとした。 

ドル円は 6 月 2 日の米雇用統計発表前の 111 円台後半に近づきつつあるが、もう

一段の上昇にはもう一つか二つ、追加のドル買い材料が欲しい。 
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